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▲�直径50㎝を超える立派な梁や内蔵が残る母屋
は、大正初期へタイムスリップしたような懐か
しさを感じさせ、訪れる人の心を和ませる

▲�甍のギャラリー正門の柱には、お兄さんが京都から持参し
た杉板に武田さん直筆の施設の名前が刻まれた看板が掲げ
てある

舎
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
宿
（
島

根
県
の
制
度
）」「
甍
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
馬
路
」
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
「
60
歳
を
目
途
に
田
舎

暮
ら
し
を
し
た
い
」
と
長

年
想
い
を
馳
せ
て
い
た
と

い
う
武
田
さ
ん
。

　

幼
少
期
を
鹿
児
島
県
で

過
ご
し
、
約
50
年
近
く
大

阪
で
暮
ら
し
て
き
た
な
か

で
、
年
齢
を
重
ね
る
こ
と

50
代
後
半
頃
か
ら
、
田
舎

　

大
阪
市
か
ら
念
願
の
田
舎

暮
ら
し
を
実
現
し
た
武た

け

田だ

明

美
さ
ん
（
61
）
は
、
昨
年
８

月
、
初
め
て
大
田
市
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

今
春
、
仁
摩
町
馬
路
に
あ

る
明
治
以
前
建
築
の
築
百
年

を
超
え
る
古
民
家
を
購
入
。

移
住
に
向
け
て
、
建
物
の
改

修
や
家
具
等
の
修
繕
な
ど
約

４
カ
月
に
わ
た
る
準
備
を

着
々
と
進
め
ら
れ
、
こ
の
８

月
、
離
れ
を
利
用
し
た
「
田

暮
ら
し
に
関
す
る
雑
誌
に
目
が

向
く
よ
う
に
な
り
、
全
国
の
物

件
情
報
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

愛
読
雑
誌
に
昨
年
の
６
月
に
大

田
市
の
物
件
な
ど
を
一
面
に
大

き
く
掲
載
し
た
、
今
回
移
住
し

た
古
民
家
の
売
却
情
報
を
見

て
、
心
が
動
い
た
と
い
い
ま
す
。

心
を
動
か
し
早
速
行
動

　

早
速
、
武
田
さ
ん
は
京
都
市

に
住
む
兄
の
宇う

留る

島し
ま

美
好
さ
ん

（
63
）
に
相
談
す
る
。

　

宇
留
島
さ
ん
は
、
書
家
で
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
古
家
具
の

修
理
に
携
わ
り
、
自
然
の
物
を

利
用
し
た
ク
ラ
フ
ト
作
り
も
さ

れ
る
、
頼
り
に
な
る
お
兄
さ
ん

で
す
。

　

宇
留
島
さ
ん
自
身
、
司
馬
遼

太
郎
の
歴
史
小
説
で
「
銀
の
道
」

の
こ
と
を
知
り
、
武
田
さ
ん
か

ら
相
談
が
あ
っ
た
と
き
、
偶
然

に
も
興
味
を
惹
か
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

大
阪
か
ら
高
速
バ
ス
と
Ｊ
Ｒ

を
乗
り
継
ぎ
、
長
女
の
由
香
さ

ん
と
３
人
で
空
き
家
見
学
に
大

田
市
を
訪
れ
た
の
は
、
夏
の
盛

り
で
し
た
。

　

市
内
の
空
き
家
３
軒
を
見
学

し
て
、
本
命
の
古
民
家
を
見
学

し
た
の
は
夕
暮
れ
前
に
な
り
、

こ
の
古
民
家
を
一
生
懸
命
見
て

い
た
の
は
武
田
さ
ん
よ
り
、
兄

の
、
宇
留
島
さ
ん
の
方
で
、
実

は
武
田
さ
ん
親
子
は
、
藪
蚊
に

刺
さ
れ
逃
げ
回
り
、
見
学
ど
こ

ろ
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

海
岸
線
の

�

美
し
さ
に
感
動

　

で
も
、
そ
の
時
に
見
た
、
琴

ケ
浜
か
ら
の
海
岸
線
の
美
し
さ

に
感
動
し
、
ま
た
、
忘
れ
ら
れ

築100年越の古民家
念願の田舎暮らし

「
甍い

ら
か

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
馬
路
」
を
開
業

夢
の
実
現
、
馬
路
へ
移
住

甍（いらか）とは、瓦のこと。武田さんは、島根県西
部（石見地方）の石州瓦のイメージが印象的だったこ
とから、「甍のギャラリー馬路」と名付けられました。

ちょっと一言

▶

�

離
れ
の
入
口
に
は
、
直
径
１
ｍ
の
水

瓶
が
座
り
お
客
を
迎
え
る
。
体
験
宿

泊
に
利
用
さ
れ
る
離
れ
は
、
６
畳

（
２
）と
８
畳（
１
）の
和
室
が
あ
る
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▶

�

手
作
り
の
メ
ニ
ュ
ー
が
飾
ら
れ
、
お

好
み
焼
き
と
焼
そ
ば
が
定
番

▶�

作
者
の
優
し
さ
が
溢
れ
る
、
琴
ケ
浜

で
拾
っ
た
流
木
な
ど
の
ク
ラ
フ
ト
作

品
が
数
点
展
示
さ
れ
て
い
る

▲�田舎暮らしをはじめて５カ月、毎日動きっぱなしとい
う武田さん。60歳を過ぎて新しい挑戦の日々を送る。
「田舎は、じっとしていられない」と、笑顔のお二人
です。

１日１組限定
お１人様　6,800円
小中学生　　  　5,800円

（体験料）

【お問い合せ先】（武田）
☎ 050-5208-2038

な
か
っ
た
の
が
、
こ
の
古
民
家
と

馬
路
（
ま
じ
）
と
い
う
地
名
に

関
西
人
の
心
を
く
す
ぐ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

再
度
、
大
田
市
を
訪
れ
た
の

が
、
９
月
の
お
彼
岸
で
し
た
。

町
を
行
き
交
う
子
ど
も
連
れ
の

親
子
や
高
齢
者
ま
で
、
身
も
知

れ
ぬ
私
た
ち
に
対
し
て
、
あ
い

さ
つ
を
し
て
く
れ
る
の
で
驚
き

だ
っ
た
と
か
。

　

こ
の
と
き
、
武
田
さ
ん
の
想

い
を
お
兄
さ
ん
が
書
い
た
ギ
ャ

ラ
リ
ー
構
想
を
持
参
さ
れ
、
移

住
へ
の
熱
い
想
い
を
語
ら
れ
ま

し
た
。

大
田
市
と
の
縁

�

神
様
の
導
き

　

こ
の
古
民
家
は
、
馬
路
で
は

か
つ
て
網
元
が
所
有
し
て
い
た

旧
家
で
し
た
。

　

宅
地
３
０
０
坪
に
は
大
き
な

庭
と
畑
90
坪
。
母
屋
の
他
に
内

蔵
や
納
屋
が
あ
る
な
ど
地
域
の

歴
史
を
伝
え
る
文
化
的
な
建
物

で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
こ
の
家
と
の
出
会
い
が

あ
っ
た
」
と
武
田
さ
ん
。
島
根

県
は
神
様
の
導
き
が
あ
っ
た
の

だ
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
秋
か
ら
、
宇
留
島
さ
ん

が
定
期
的
に
訪
れ
て
は
家
の
修

繕
や
家
具
の
修
理
を
し
な
が

ら
、
武
田
さ
ん
の
移
住
計
画
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

大
阪
で
十
数
年
お
好
み
焼
き

屋
を
経
営
し
て
い
た
経
験
を
活

か
し
、
色
々
な
人
が
出
入
り
で

き
る
交
流
施
設
に
し
た
い
と
、

島
根
県
の
田
舎
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

宿
の
登
録
や
保
健
所
の
許
可
を

取
得
し
、
軽
食
な
ど
も
提
供
で

き
る
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

田
舎
暮
ら
し

�

地
域
と
仲
良
く

　

田
舎
暮
ら
し
は
、
地
域
と
の

繋
が
り
や
関
係
づ
く
り
が
一
番

大
切
と
い
う
兄
妹
で
す
。

　

武
田
さ
ん
は
、「
こ
こ
は
私

も
楽
し
め
る
、
皆
さ
ん
も
楽
し

め
る
場
所
に
し
た
い
」
と
体
験

型
民
泊
施
設
の
計
画
を
実
行
し

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
移
住
後
、
Ｊ
Ａ
石
見

銀
山
が
主
宰
す
る「
農
援
塾（
野

菜
作
り
教
室
）」
に
生
徒
と
し

て
参
加
し
、
仲
間
づ
く
り
や
畑

仕
事
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
や
地
域
が
主
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
や
行
事
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
兄
妹
を
地
元
で
は
知

ら
な
い
人
が
い
な
い
く
ら
い
の

行
動
力
で
す
。

　

お
兄
さ
ん
の
宇
留
島
さ
ん

は
、
妹
さ
ん
の
移
住
を
支
援
し

て
き
ま
し
た
が
、
準
備
で
数
カ

月
間
滞
在
す
る
な
か
、
人
と
の

出
会
い
や
海
な
ど
の
自
然
の
素

晴
ら
し
さ
に
魅
了
さ
れ
、
馬
路

が
大
好
き
に
な
り
、
自
分
も
移

住
を
決
意
さ
れ
、
現
在
、
兄
妹

力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
仲
良
く

田
舎
暮
ら
し
を
満
喫
し
て
い
ま

す
。しまね田舎ツーリズムの宿

「甍のギャラリー馬路」
map
至 

大
田

〒

R9

琴ケ浜

ココ

新川橋

JR馬路駅JR山陰本線

至 

江
津
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定住促進と地域経済の活性化を目的に

H26年1月2日〜H31年1月1日の新築家屋が対象

市独自の新築住宅の課税免除
　市では、来年１月から５年の間、
市内に新築された家屋の固定資産税
の一部を免除することにしました。
　これはＵＩターンを促す定住対策
のほかに、住宅需要を喚起し地域経
済の活性化につなげる波及効果を
狙った市独自の制度です。
　
　課税免除は、申請手続き等が必要
です。詳しくは市役所税務課　資産
税係（☎0854 ‐ 83 ‐ 8025）までお問
い合わせください。

120㎡分にかかる固定資産税
新築後の３年度分は実質「０円」に

国の法律で定められた制度 大田市独自の制度

　現在、国の制度で新築住宅
の固定資産税が、３年間又は
５年間、居住部分の120㎡分
の固定資産税が１/２に減額
されています。

　国の制度で減額され
なかった残り１/２を
大田市で独自に免除し
ます。【期間は３年間】

新
築
住
宅
の
支
援
制
度

石
州
瓦
な
ど
の
使
用
で
助
成
加
算

　

新
築
住
宅
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
石
州
瓦
や
島
根
県
産
木
材
を
使
用
し
た
新
増

改
築
等
に
対
し
て
の
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

※
市
内
業
者
の
施
工
に
限
り
ま
す

50㎡以上の新築住宅を建てた場合

     最大16万円を助成

新築住宅
延べ床面積
50㎡以上

（新築共同住宅は１
戸あたり40㎡以上）

区　分 補助金額

50㎡以上80㎡未満 ５万円

80㎡以上120㎡未満 ８万円

120㎡以上160㎡未満 12万円

160㎡以上 16万円

共同住宅40㎡以上 ４万円

※【新築住宅要件】  玄関、台所、トイレ等を有し、
独立して居住できる新築の住宅用家屋

石州瓦・県産木材を使った場合

さらに最大31万円を助成

石州瓦
施工面積が
50㎡以上の
新増改築・
屋根替え工事

区　分 補助金額

50㎡以上75㎡未満 ４万円

75㎡以上100㎡未満 ６万円

100㎡以上125㎡未満 ８万円

125㎡以上150㎡未満 10万円

150㎡以上175㎡未満 12万円

175㎡以上200㎡未満 14万円

200㎡以上 16万円

県産木材
島根県、産木材を
10㎥以上使用する
新増改築工事

10㎥以上20㎥未満 ５万円

20㎥以上30㎥未満 10万円

30㎥以上 15万円

※
石
州
瓦
、
県
産
木
材
の
助
成
は
屋
根
替

え
、
増
改
築
も
対
象
に
な
り
ま
す

ＵＩターンをお考えの方に必見！
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住
宅
の
完
成
時
期
や

市
内
事
業
者
の
施
工
な
ど

免
除
条
件
が
あ
り
ま
す

　

免
除
対
象
は
以
下
の
要
件
を
全

て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
住
宅

▽
平
成
26
年
１
月
２
日
〜
31
年
１

月
1
日
に
新
築
完
成
し
た
も
の

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
50
〜

２
８
０
㎡
の
家
屋
な
ど
、
地
方
税

法
の
「
新
築
住
宅
に
対
す
る
固
定

資
産
税
の
減
額
」
対
象
要
件
に
該

当
す
る
こ
と

▽
市
内
に
本
店
や
営
業
所
等
を
有

す
る
法
人
、
ま
た
は
市
内
に
住
所

を
有
す
る
個
人
事
業
者
が
施
工
し

た
住
宅
で
あ
る
こ
と

対
象
者

▽
物
件
の
所
有
者
で
あ
り
、
課
税

を
免
除
す
る
各
年
度
の
４
月
１
日

現
在
、
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い

る
こ
と
（
法
人
は
免
除
対
象
外
）

▽
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
（
共

有
の
場
合
は
全
員
）
こ
と

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で

納
税
額
を
試
算
し
て
み
よ
う
…
…

たとえば、150㎡の住宅を建て、課税額が
「132,000円」であった場合……

ステップ①
　国の制度の減額で、120㎡までの課税額
が１/２に……52,800円が減額されます。

ステップ②
　国の制度で１／２となった、
120㎡までの課税額の残りを市
の独自の制度で免除。……納
めていただく税額は、「26,400
円」になります。

納めていただく税額
「79,200円」

税額は
26,400円に

市独自の免除
　52,800円

国の制度の減額
52,800円

国の制度の減額
52,800円

132,000円（課税額）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
促
進
事
業

　建築物をリフォーム等される場合
にその経費の一部を助成します。た
だし、申請は年度につき１回限りで
す。市外の方もご利用できます。

50万円以上の新増
築、改修、造園、駐
車場及び外構工事

補助額

一律
５万円

50万円以上の修繕、
模様替え、または設
備の改修工事

補助額

対象費用の
３分の１以内

（上限30万円）

【補助対象外】
 ・下水道、合併浄化槽等接続工事の屋外工事
 ・敷地造成工事のみ、または解体のみの工事費
 ・申請者が施工する場合の人件費
 ・電気器具等の購入、設置費用等
 ・市の他の補助制度の対象となったもの

補助対象者
〈新築住宅・リフォーム共通〉
①大田市内に本店、または本拠のある
事業者の施工により、市内で工事を実
施されるかた
②大田市税等を滞納していないかた
※必ず着工前の申請が必要です。

補助対象者
① 定住の意思を持って居住する、空き家を取得

し、又は賃貸住宅へ入居をするＵＩターン者
② 空き家の所有者、地域自主組織、自治会等、

又はＮＰＯ法人（上記①に該当する者を入居
させる場合に限ります）

　新築住宅・リフォームに
ついてのお問い合わせは、
市役所産業企画課
商工振興係

（☎0854 ‐ 83 ‐ 8075）まで

住宅関連の市の助成制度

空
き
家
改
修
事
業

　ＵＩターンで大田市に
定住される方、又は空き
家の所有者がＵＩターン
者へ売買・賃貸すること
で住宅の改修をする場合
に、改修費の一部を助成
します。

※工事の着工前の申請が必要です。
※�空き家とは「大田市空き家バンク制度」に登
録のある建物です。
　詳しくは市役所まちづくり推進課　定住交通係
（☎0854‐83‐8029）までお問い合わせください。
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▲左から、「藤原さん」「竹下さん」「浅野さん」

竹�

下　

大
学
卒
業
後
は
広
島
で
パ
ン
と

は
関
係
の
な
い
会
社
で
Ｏ
Ｌ
を
し
て

い
た
ん
だ
け
ど
、
楽
し
く
な
く
て
。

こ
の
ま
ま
Ｏ
Ｌ
を
続
け
る
こ
と
に
疑

問
を
感
じ
て
「
そ
う
だ
！
パ
ン
屋
に

な
ろ
う
」
と
思
っ
た
の
。
東
京
で
夜

間
の
製
パ
ン
学
校
に
通
っ
て
パ
ン
屋

に
な
り
ま
し
た
。

藤 

原　

凄
い
行
動
力
！　

私
も
最
初
か

ら
こ
の
仕
事
を
し
て
い
た
訳
で
は
な

い
で
す
。
当
時
、
還
暦
を
迎
え
た
ば

か
り
の
父
が
企
業
参
入
で
農
業
を
し

よ
う
と
言
い
出
し
た
ん
で
す
。

浅
野　

お
父
さ
ん
凄
い
！

藤 

原　

経
理
を
手
伝
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
父
が
病
気
を
し
て
営
業
が
で
き

な
く
な
っ
て
、
代
わ
り
に
私
が
営
業

す
る
し
か
無
い
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

そ
こ
で
出
会
っ
た
人
と
の
関
係
が
と

て
も
楽
し
く
て
、
父
が
元
気
に
な
っ

た
後
も
積
極
的
に
手
伝
っ
て
い
ま

　

三
瓶
の
浮
布
池
の
水
を
利
用
し
、
お
米
を
生
産
し

て
い
る
。
お
米
を
用
い
た
加
工
食
品
の
製
造
、
販

売
に
も
力
を
入
れ
る
。
写
真
の
米
粉
は
ド
ル
チ
ェ
・

ビ
ー
タ
の
米
粉
パ
ン
に
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、

　

パ
ン
の
製
造
、
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
一
つ
一
つ

竹
下
さ
ん
の
手
作
り
。
商
品
ご
と
に
付
け
ら
れ
た
手

Ｕ
タ
ー
ン
の
理
由

浅�

野　

お
酒
の
香
り
等
が
好
き
で
お
酒

の
勉
強
が
し
た
く
て
東
京
の
大
学
へ

進
学
し
ま
し
た
。
な
の
で
、
高
校
の

時
に
将
来
は
後
を
継
ぐ
と
決
め
て
い

ま
し
た
。
た
だ
会
社
を
継
ぐ
の
で
は

な
く
、
将
来
は
杜
氏
と
し
て
お
酒
造

り
に
携
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
男
社
会
な
の
で
、
そ

れ
が
会
社
と
し
て
の
話
題
に
な
る
と

も
思
っ
て
い
ま
す
。

竹�

下　

な
か
な
か
高
校
で
将
来
の
こ
と

ま
で
決
め
ら
れ
な
い
か
ら
凄
い
ね
。

浅�

野　

い
つ
頃
パ
ン
屋
に
な
ろ
う
と
決

め
ら
れ
た
の
で
す
か
？

　
大
田
市
で
は
若
者
の
市
外
流
出
が
人

口
減
少
の
一
因
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
近
年
、
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
者
も
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
大
田

市
に
Ｕ
タ
ー
ン
後
、
頑
張
っ
て
い
る
三

人
の
若
い
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
パ
ン
屋
を
経
営
す
る
竹
下
美
紀
さ
ん

︵
33
︶、
お
米
の
生
産
を
し
て
い
る
藤
原

章
子
さ
ん
︵
40
︶、
そ
し
て
今
年
、
大

学
を
卒
業
後
、
実
家
の
酒
蔵
に
入
社

し
、
蔵
人
、
営
業
と
し
て
働
い
て
い
る

浅
野
理
可
さ
ん
︵
23
︶
の
三
人
の
方
に

対
談
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
田
市
で
頑
張
る
若
者

〜 

次
世
代
を
担
う
若
い
力 

〜▲�商品の紹介をする藤原さんと浮布米の
新パッケージに興味津々の2人

▲�ドルチェ・ビータの店内。パンの香り
と竹下さんが温かく迎えてくれる

大
田
市
三
瓶
町
池
田
１
５
５

☎
０
８
５
４︲

83︲

２
５
８
８

大
田
市
大
田
町
大
田
イ
３
０
７
‐
４

（
大
田
商
工
会
議
所
近
く
）

☎
０
８
５
４︲

82︲

７
２
２
０

営
業
時
間　

10
時
〜
18
時

定 

休 

日　

水
・
木
曜
日

フ
ァ
ー
ム
浮
布（
株
）

ド
ル
チ
ェ･

ビ
ー
タ

「
フ
ァ
ー
ム
浮
布
の

米
粉
は
粒
子
が
細
か

く
て
と
て
も
使
い
や

す
い
」
と
竹
下
さ
ん

も
絶
賛
。

　

浮
布
米
は
「
お
お

だ
ブ
ラ
ン
ド
」
認
証

商
品
。

書
き
の
ポ
ッ
プ
に
も
胸

が
踊
る
。

　

写
真
中
央
の
ア
ッ
プ

ル
パ
イ
は
今
秋
イ
チ
オ

シ
で
、
サ
ク
サ
ク
の
生

地
の
中
に
、
大
き
め
に

カ
ッ
ト
し
た
リ
ン
ゴ
が

ど
っ
さ
り
入
っ
た
、
贅

沢
な
一
品
。
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▲�三瓶山の麓で生産される浮布米は、三
瓶の近くの浮布池の水を利用して作ら
れている

　

日
本
酒
の
製
造
、
販
売
を
行
う
。
幻
の
酒
米
「
改

良
八
反
流
」
を
用
い
た
「
石
見
銀
山
」
や
ベ
ル
ギ
ー

の
優
秀
味
覚
賞
を
受
賞
し
た
「
雪
香
」
な
ど
、
品
揃

え
多
数
。

　

写
真
は
右
が
「
薔
薇
姫
」、
左
が
「
雪
香
」。

　
「
こ
れ
ら
の
お
酒
か
ら
日
本
酒
の
フ
ァ
ン
を
増
や

し
て
い
き
た
い
」
と
浅
野
さ
ん
は
語
る
。
共
に
「
お

お
だ
ブ
ラ
ン
ド
」
の
認
証
商
品
で
も
あ
る
。

み
た
い
に
何
か
加
工
品
を
作
っ
て
、

も
っ
と
三
瓶
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
三
瓶
の
コ
シ
ヒ

カ
リ
で
お
酒
は
造
れ
る
ん
で
す
か
？

浅�

野　

普
通
、
日
本
酒
は
酒
米
を
使
う

の
で
す
が
、
今
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

使
っ
て
日
本
酒
を
造
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
ん
で
す
。
酒
米
を
用
い
る

よ
り
も
ク
セ
が
あ
り
ま
す
が
、
フ
ァ

ン
も
沢
山
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
、
社

長
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
っ
て
お
酒
を

造
り
た
い
と
い
う
話
し
を
し
て
い
た

と
こ
ろ
だ
っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
か

ら
、
女
性
は
き
れ
い
な
お
酒
が
好
き

と
い
う
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
に
あ

え
て
こ
う
い
っ
た
雑
味
の
あ
る
お
酒

も
勧
め
て
い
き
た
い
。
フ
ァ
ー
ム
浮

布
さ
ん
の
お
米
で
い
つ
か
必
ず
、
お

酒
を
造
り
た
い
で
す
。

藤
原　

是
非
お
願
い
し
た
い
で
す
。

竹�

下　

こ
れ
が
本
当
に
実
現
し
た
ら
凄

い
よ
ね
。

は
そ
う
い
う
色
々
し
て
あ
げ
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
が
魅
力
だ

と
思
う
。

藤 
原　

旬
の
も
の
が
回
り
に
あ
る
こ
と

も
大
田
の
良
さ
だ
と
思
う
。
今
は

ス
ー
パ
ー
で
い
つ
で
も
何
で
も
手
に

入
る
け
れ
ど
、
地
元
で
採
れ
た
旬
の

も
の
を
食
べ
ら
れ
る
環
境
と
い
う
の

は
贅
沢
だ
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
の
将
来
像

藤 

原　

竹
下
さ
ん
は
、
米
粉
以
外
に
大

田
の
も
の
を
使
っ
て
い
る
の
？

竹�

下　

意
識
し
な
く
て
も
ほ
と
ん
ど
大

田
の
も
の
を
使
っ
て
る
ん
で
す
。
大

田
に
あ
る
店
だ
か
ら
買
っ
て
く
れ
る

の
は
大
半
が
大
田
の
人
。
だ
か
ら
、

大
田
の
人
が
食
べ
た
く
な
る
よ
う
な

商
品
を
作
っ
て
大
田
の
人
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
な
。

藤 

原　

私
は
こ
れ
か
ら
お
酒
や
お
酢

す
。
ま
た
、
こ
の
仕
事
を
す
る
こ
と

で
地
元
三
瓶
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
本
当

に
よ
い
も
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

大
田
市
の
魅
力

竹�

下　

大
田
市
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い

気
が
す
る
な
。
毎
日
来
て
く
れ
る
お

客
さ
ん
も
沢
山
い
て
、
中
に
は
店
内

で
食
べ
て
行
か
れ
る
人
も
。
そ
う
い
っ

た
お
客
さ
ん
が
話
し
か
け
て
く
れ
て
、

そ
れ
が
と
て
も
嬉
し
い
ん
で
す
。

浅�

野　

私
も
東
京
か
ら
大
田
市
へ
帰
っ

て
き
て
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
が
濃

い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
大
田
市
の
人
は
初
め
て
会
っ
た

人
で
も
誰
か
の
知
り
合
い
で
あ
っ
た

り
し
て
、
気
さ
く
に
話
し
か
け
て
く

れ
る
。
そ
れ
が
田
舎
な
ら
で
は
の
魅

力
だ
と
思
う
。

竹�

下　

お
互
い
挨
拶
す
る
の
が
当
然
の

環
境
っ
て
、
実
は
凄
い
と
思
う
。
子

ど
も
も
凄
く
挨
拶
し
て
く
れ
る
。

藤 

原　

今
、
竹
下
さ
ん
と
取
引
を
し
て

い
る
の
も
、
竹
下
さ
ん
を
知
っ
た
知

人
か
ら
パ
ン
を
作
れ
る
人
が
帰
っ
て

き
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
か
ら
。
人

と
の
繋
が
り
は
大
切
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。

竹�

下　

私
が
店
を
出
す
時
に
も
、
周
り

が
凄
く
世
話
を
焼
い
て
く
れ
た
。
自

分
で
は
何
も
し
て
い
な
い
の
に
周
り

が
お
膳
立
て
し
て
く
れ
て
、
大
田
に

▶�

明
治
二
九
年
創
業
。
木
造
の
店
内
に
は
、
ふ

ん
わ
り
と
あ
た
た
か
な
灯
り
の
中
、
お
酒
が

並
ん
で
い
る

大
田
市
大
田
町
大
田
ハ
２
７
１
‐
２

☎
０
８
５
４︲

82︲

０
０
５
７

大
田
市
大
田
町
大
田
ハ
１
６
５
‐
１

☎
０
８
５
４︲

83︲

７
０
７
１

今
回
の
対
談
に
使
わ
せ
て
頂
い
た
お
店

一
宮
酒
造（
有
）

C
afé gallery bar 

【P
o

】診療所を改装した店内は、レトロで落ち
着いた雰囲気。小物の販売やライブなど
のイベントも行っている。
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ゆるキャラグランプリ2013開催

『らとちゃん』応援してください‼
　大田市マスコットキャラクター「らとちゃん」がエントリーしています。昨年度は初出場で105位（865キャ
ラ中）と健闘しました。
　今年も、皆さんに応援いただき上位入賞を目指し頑張りますので、ご支援をお願いします。
　１メールアドレスにつき１日１回毎日投票出来ますので、ぜひ日課に！！ネット上でつぶやいたり、ゆるキャラ
グランプリのホームページに投稿したり、わたしたちの「らとちゃん」を応援して皆で楽しみましょう。

投票は 11 月８日まで
○パソコン、スマートフォンでご投票の方は、投票前にパスワード設定（要メールアドレス）が必要です。
○詳細は「ゆるキャラグランプリ2013」で検索頂き、ゆるキャラグランプリ2013のホームページをご覧ください。

　「石見銀山遺跡とその文化的景観」世界遺産登録５周年事業の取組みを継続し、市内
の観光関連産業の発展を目的として、７月 20日から 12月１日をキャンペーン期間と
して行います。

ゆのつ・まち巡り

仙ノ山ウオークトリップ

石見銀山エリア
定時無料ガイドツアー

温泉津温泉夜神楽週末公演

『北前船の寄港地、石見銀山積出港として賑
わった、レトロな町並みを巡るガイドツアー』

実施日：11月末までの毎週日曜日　９時～
　　　　所要時間120分
料　金：無料（バス代140円要）
申込み：当日、温泉津ゆう・ゆう館前集合
　　　　（事前予約は要りません）

問合せ：石見銀山ガイドの会 ☎0854-89-0120

『石見銀山本体である仙ノ山を登り、銀山の歴
史を辿るガイドツアー』

実施日：11月末までの毎週日曜日
　　　　８時45分～所要時間240分
料　金：800円（施設入場料別）
申込み：（事前）電話申込
　　　　（当日）世界遺産センター駐車場で受付

問合せ：石見銀山ガイドの会 ☎0854-89-0120

『大森の町並み、坑道跡までをガイドと共に巡
り歩く無料定時ガイドツアー』

実施日：12月28日までの毎日
　①龍源寺間歩コース
　②町並みコース　　いずれも10時～13時～
料　金：無料（施設入場料別）
申込み：当日、石見銀山ガイドの会事務所前集合
　　　　（事前予約は要りません）

問合せ：石見銀山ガイドの会 ☎0854-89-0120

『温泉津で毎週土曜日〝夜神楽″が楽しめます』

場　所：龍御前神社
実施日：平成26年３月までの毎週土曜日
　　　　20時～21時
料　金：500円（中学生以下は無料）
申込み：当日受付（事前予約は要りません）
問合せ：温泉津温泉旅館組合 ☎0855-65-2515

大田市観光キャンペーン

『石見銀山ウオーキングミュージアム』
〝世界遺産登録から６周年〞
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シリーズ石見銀山� 町並み保存地区を歩く
〜歴史を物語る寺社建造物の継承へむけて〜

【問】大田市役所石見銀山課　☎0854‐83‐8133

写真③�保存修理の様子（城上神社）写真①�寺院跡へ続く石段（銀山地区）

写真②　清掃活動の様子（豊栄神社）

らとちゃん劇場②

　今年の夏は連日の猛暑となりましたが、みなさん避暑対策を
工夫して町並み散策を楽しまれています。中でも緑豊かな木陰
をつくる寺社は、その歴史性と合わせ多くの人々を引きつけて
いるようです。
　銀山の祈願寺や地域の氏神、大名や代官にまつわる寺社な
ど、現在では跡地として伝えられる寺院もありますが、『銀山
旧記』には「家数２万６千軒余、寺百か寺程も有之候由申伝ふ」
とあり、またその人口は最盛期に20万人とも伝えられ、石見銀
山にはかつてのシルバーラッシュの隆盛を背景に建設され、信
仰を集めた多くの寺社が存在します（写真①）。

　寺社では中央部分が擦り減った石段や風化した柱や床、彩色
を尽くした荘厳な天井、様々な表情の石像物などがみられ、こ
れらは銀山の来歴や人々の暮らしに関わる信仰の様相を今に伝
える地域の宝として大切に維持されてきました（写真②）。
　しかし、近年ではこれら多くの寺社を支える担い手の減少
や、老朽化した建造物等の修理費用の捻出など、寺社の存続と
維持管理について課題を抱えるところも少なくありません。教
育委員会では、平成23年度にこれら寺社建造物の破損状況の確
認や修理の方針、維持管理の方策を考えることを目的として調
査を行いました。また、寺社建造物の修理費用については、石
見銀山遺跡の保全と活用を支援するために創設した「石見銀山
基金」の活用がスタートし、今年度より保存修理工事への助成
が始まっています（写真③）。
　今後も石見銀山の歴史を物語る生きた資産である寺社建造物
を先人たちの知恵や技術、工夫をふまえながら修理を行い、み
んなでより良い状態として後世に伝えていく取り組みを進めて
いきます。

← 携帯電話のバーコード
リーダーの機能で、こち
らのQRコードを読み込
んでいただくと、「らと
ちゃん」の投票ページに
直接つながります。
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みんな
！　待っとるでな～

御日待祭り
期日　２月中旬
会場　三瓶温泉街周辺
心あたたまるやさしい光が湯のまち志
学をつつみます。
小さなかわいい“かまくら”にキャン
ドルの明かりが灯る「雪あかり」。きら
めく無数の灯火があなたを幻想の世界
にいざないます。

【問】さんべ志学の雪あかり実行委員会
（事務局：志学まちづくりセンター　☎0854⊖83⊖2167）

期日　２月14日㈮
会場　厳島神社（温泉津町小浜）
夜通し火をたき、「寝たら起こせ
王子や王子、五朗の王子」と叫
びながら町を練り歩きます。神
社では拝殿に上がり、「王子や王
子、ゴーロさんの王子」と叫び
ながら座板が割れるまで飛び跳
ねます。

【問】大田市役所温泉津支所
☎0855⊖65⊖3111

さんべ志学の雪あかり

　Ｕターン、Ｉターンなど定住についてのご相談や空き家情報についてのお問い合わせは『おおだ定住支援センター』までお願
いします。空き家物件の現地案内もいたします。（※物件所有者との調節が必要ですので、必ず事前にご連絡をお願いします。）
　今回掲載されていない物件もありますので、詳しくはお問い合わせください。
　空き家情報は“おおだ”定住サイト『どがどが』でご覧いただくことができます。

　大田市内にまだまだ使える空き家を所有してはいませんか？「空き家」を活用することは、家を適切に管理することであると
ともに、定住人口の増加や地域の活性化へとつながります。
　皆さんの大切な資産である「空き家」を有効活用されませんか？

ご相談・お問い合わせは『おおだ定住支援センター』〈大田市役所まちづくり推進課内〉（☎0854⊖83⊖8029）

やっぱり おおだ！やっぱり おおだ！やっぱり おおだ！

大田市空き家情報
空き家物件を
 追加しました！

（平成25年9月24日現在）

賃売区分
所在地

特　　記構造

金　額 住宅面積 敷地面積

売　買
川合町 敷地に生い茂った草木の撤去及び旧住宅を撤去すれば

広々とした日当たりの良い物件となります。山水が枯渇
しているため公共水道の引き込みが必要です。内部家財
も購入者負担で処分をお願いします。

木造瓦葺き平屋建

190万 97.04㎡ 429.75㎡

賃　貸
川合町 山間部に位置する古民家住宅で周りを山に囲まれたＵＩ

ターン者用の賃貸住宅です。都会の喧騒から逃れたい方
にはうってつけです。田畑（休耕地）もあり無料で借り
る事ができ、雑草を除去すれば耕作は可能です。

木造瓦葺き平屋建

2.0万 195.66㎡ 605.00㎡

売　買
久手町 平成10年築の小家族向けの数寄屋風の和風建築住宅で

す。内部造作には高級木材が使用してあり落ち着いた雰
囲気に仕上がっています。石垣、庭園には四国産の石を
使ってあり植栽もよく手入れがしてあります。和風建築
にこだわりを持っている人にお勧めの物件です。

木造瓦葺き平屋建

2,200万円 126.16㎡ 400.76㎡

賃　貸
山口町 三瓶山麓に位置する二階部分が住居になっているこじん

まりとしたＵＩターン者用の賃貸住宅です。賃貸契約後、
所有者負担でシステムバス設置、脱衣場、キッチン、ト
イレの改修工事をするため約２週間後の入居になります。

木造瓦葺き２階建

3.0万 54.52㎡ 119㎡

どがどが 検索
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おおだ情報ＢＯＸ
期日　12月上旬
会場　旧富山幼稚園
雑貨や古着を売るマー
ケットやライブなどを行
います。また、とみやま
カフェ自慢のカレーの販
売も行います。

【問】
富山まちづくりセンター
☎0854⊖88⊖0001

期日　12月31日㈫21：30 ～１月１日㈬
会場　仁摩サンドミュージアム
年末から年始にかけて、総勢108人の年男年女が、
１年砂時計を綱で引いて回転させ、新たな時を刻
みます。新年の幕開けと共に約1,000発の花火も
打ちあがります。

【問】仁摩サンドミュージアム　☎0854⊖88⊖3776

とみやまカフェ vol.12 in winter

時の祭典

期日　○新春神楽
　　　１月１日㈬、２日㈭、３日㈮
　　　19時30分頃～
　　　※ 毎年、三が日の午前中は獅子舞を舞って

各戸を巡回します。
　　　○発表会
　　　２月11日㈫９時30分～ 12時頃まで
場所　仁摩伝統芸能伝承館
宝暦の頃に始まったといわれ、約270年余の伝統を
受け継ぐ宅野子ども神楽。踊り手からお囃子まで、
すべて子どもだけで行われる珍しい神楽です。子
どもたちの迫力ある演技をお楽しみください。

【問】宅野まちづくりセンター　☎0854⊖88⊖9511

新春・宅野子ども神楽と発表会

期日　１月３日㈮17時～ 22時
会場　温泉津まちづくりセンター
石見神楽温泉津舞子連中と京都瓜生山舞子連中の
共演による華麗な新春の舞いをお楽しみください。

【問】小林工房　☎0855⊖65⊖2565

新春神楽（温泉津）

期日　１月４日㈯
会場　大田市民会館　大ホール
アトラクションもあります。

【問】大田市役所生涯学習課
　☎0854⊖83⊖8127

大田市成人式

五十猛のグロ
期日　１月11日㈯～ 15日㈬
会場　五十猛町大浦地区
20メートルほどの竹の柱を中心とする大
型で独特の仮屋をつくり一年の豊漁や無
病息災を祈願する「とんど」行事です。
国指定重要無形民俗文化財。

【問】五十猛まちづくりセンター
☎0854⊖87⊖0026

厳島神社（P10）

矢滝城山（P12） ファーム浮布㈱
（P7）

甍のギャラリー馬路
（P2､ 3）

仁摩サンドミュージアム
（P11）

仁摩伝統芸能伝承館
（P11）

ドルチェ ･ビータ
一宮酒造㈲（P7､ 8）

五十猛のグロ（P11）
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あの頃～三瓶グリーンランドの風景（三瓶町）～

矢滝城山【祖式町】

矢滝城山は
東京スカイツリーと
同じ 634ｍ！

▲三瓶グリーンランド跡地周辺からの眺め

ふるさとは今

矢
や

滝
たき

城山は、祖
そ

式
しき

町と温
ゆ

泉
の

津
つ

町（西
にし

田
た

）の境界に位置する、標高
634ｍの山です。

山頂に立つと、快晴の日は島根半島まで見渡せる海岸線、そして、
矢滝城主郭跡から北東に山

やま

吹
ぶき

城（412ｍ）、さらに東には、多くの銀が
産出されたという仙

せん

ノ山（538ｍ）、北西には矢
や

筈
はず

城（480ｍ）や城
き

上
がみ

山（411ｍ）及び馬路高
たか

山
やま

（499ｍ）など石見銀山遺跡などが一望でき
ます。

1528年大
おお

内
うち

義隆によって築城されたといわれる矢滝城は、戦国時
代に石見銀山の支配権をめぐって激しい争奪戦の舞台となり、石見銀
山の守城として重要な拠点でした。
　祖式の里には、銀山を目指した武将たちの足跡が数多く刻まれてい
ます。矢滝城山に立てば、戦国の武将達の熱い思いが偲ばれます。

スカイツリーからの眺めも
 矢滝城山からの眺めもどちらも最高です！

　JR大田市駅から車で約30分。JR湯里駅から車で約15分。県
道201号の矢滝トンネル東出口（矢滝城の南）に登山口があり
ます。登山口から山頂まで約１時間40分で往復できます。

詳しくは、祖式まちづくりセンター （☎0854-85-2362）まで

　表紙は、三瓶グリーンランドの写真です。この写真を撮影され
た和田爲夫さん（72歳）にお話を聞かせていただきました。
　三瓶グリーンランドは、1950年頃に石見交通などによって浮布
池周辺につくられ、県内では珍しいレジャー施設でした。グリー
ンランドの周辺には、バンガローやお土産屋などがあり、家族連
れで賑わいをみせていました。表紙に写っている回転ブランコに
は、20 ～ 30分ぐらいの順番待ちの列ができていたそうです。
　当時の三瓶山はレジャースポットとして有名で休日には広島県
など、県外からも三瓶山に訪れ、自然を満喫していました。冬に
はスキー、それ以外の季節には浮布池や西の原、グリーンランド

▲矢滝城山からのパノラマ風景

で遊び、四季を通して三瓶山は観光地として賑わいをみせていたそうです。しかし、その後三瓶グリーンラン
ドはレジャーの多様化などの影響で観光客が減少し閉鎖されてしまいました。
　現在、三瓶グリーンランドの跡地周辺には、休憩所としてあずま屋が建てられ、三瓶山と浮布池を眺めるこ
とができます。

矢滝城山への行き方


